
PT2399 TESTER
買ったばかりの新品の ICは正しく動く、
という常識は、この際捨てるべきだ。
秋月で買えばまず大丈夫だろうが、
Ali だとなぁ。。
あまりの不良率の高さに我慢がならず、
PT2399のテスターを作ってみた。

　中国文化圏を相手に何かする場合、奇跡的に
「普通」に済めば大万歳。多くのケースでは、
こちらが最悪と想定した結果通りに終わる。想
定よりさらに悪いことも珍しくない。それで腹
を立てたら中国と関わるのは不適格。
　理由はいくらでもあるだろう。共産党時代の
労働意識そのままに、勤務時間だけ「いれば」
仕事だと思っていること。鄧小平の言葉を誤解
して、自分だけ損しないのが商売だと信じてい
ること。いずれにしても相手を思いやる気配は
微塵もない。しかも自尊心が異様に強く、責め
立てれば逆切れする。治しようがないよな。
　前回のディレイ製作で書いたように、Ali の
激安通販で PT2399 を 10 個買った。たしか
に 3 個動けばモトが取れると思っていたけれ
ど、本当に 3 個しか正常動作しないことが判
明。あとの 7 個はまったく使えない。2 個は、
信号がかすかに聞こえるがピンクノイズまがい
が常に鳴っていて、そのレベルは信号より大き
い。5 個はギャーという音しか出ない。これっ
て、選別で不良になったものに正常品を混ぜた
だけ？ 秋月出身とは顔が違うので下を見てね。 

上は Ali 版。

白でクッキリ印刷。

下は秋月。

実物は型番がもっ

と読みにくい。

　不良率 70%で私は何をしたか？ まず Ali に
怒りのメール。これで少し落ち着き、別の販売
者に 20 個注文した。不良率が同じなら今度は
6 個使えるはず。深みにはまったわけだ。でも、
6 個あれば計画している製作物には間に合う。
もちろん全品検査しなきゃ。
　ただ、完成しているエフェクタに 20 回も IC
を抜き差しするのは気に入らない。ソケットが
劣化するし、まず面倒くさい。この際、簡単に
良否判断できるテストベンチを作ることにし
た。ギターを入力し、出力を聴ければいい。オ
シロで波形も見える。
　IC ソケットにはゼロプレッシャを使えばベ
スト。だけどたった 20 個でしょ。丸ピンの IC
ソケットで我慢する。基板自体はゼロプレッ
シャソケットも付けられる設計だから、お好み
で。どちらの IC ソケットも秋月が安い。信号
等入出力は 2.54 ミリピッチのピンヘッダとピ
ンソケットでいつもの通りだが直出しでも可。
　回路は大きく変えようがないけれどテストに
目的を特化してモディファイ。出力にはディレ
イ音だけ出るようにした。生音は出ない。ディ
レイタイムは 1 個の VR で全レンジに対応する。
VR の上下端では正常なクロックをオーバーし、
つまり短短時間と長長時間のディレイも得られ
る（まともな音にはならない）。クロックの計
測端子も付けてみた。オシロと周波数カウンタ
があればクロックを直接観察できる。

■ 深みにはまった仕返し ■

■ 基 板 ■

　基板のサイズは 2.4 × 1.5 インチ（61 × 38
ミリ）。右図が原寸。ちょっとしたファズ程度
の大きさだ。IC と基板ソケットの穴は一直線
にあけること。工作の腕が試されますね。
　あくまでテストなので音の良し悪しは関係な
い。それに回路定数の精度もたいして問題にな
らないからコンデンサは何でもいい。電解の他
は全部セラミックでも構わない。電解の耐圧は
16V で充分だ。その他、561 の代わりに 471、
392 が無ければ 332、カップリングの 4u7 と
10u は、面倒なら全部 1u ～ 10u にしても平気。
電源バイパスの 100u と 47u だけ変えないで。
　パワーオンの LED を基板に直付けした。電
源入力ではなく三端子の出力で光らせているの
で、これが光れば確実に回路は動いている。電
源は +9V としたが +8V ～ +12V まで OK。消
費電流は多くても 15mA なので 006P でも大
丈夫。パワー SW はない。測定が終わったら速
やかに電池を外さないと電池が疲れて死ぬ。
　VR はディレイタイム (DT) 用と REPEAT 用
の 2 個。DT には 50kA、REPEAT には 50kB だが、
面倒ならどちらも B カーブで。右図でそれぞ
れに VR* と示したのは VR の端子番号。DT 用
VR には 2 本の線しかつながず 3 番は無接続。



■ 使い方など ■

　単に音を入れて出力を聴くだけだから下の写
真で理解してもらえるだろう。配線にはソケッ
トを使わず、基板から直出しにしてもいい。木
の台は手近に木っ端があったので使ったまで
で、基板を絶縁物の上に置くなら台など無くて
も構わない。あれば使いやすいが。
　一番大切なのは IC の方向。1 番ピンの位置
をマークするのに、最初はマッキーホワイトを
使った。案外これが白くならなず、乾いた糊み
たいになった。写真では黄色い丸を追加した。
もしも逆差しすると最悪の場合 IC が壊れる。
　クロックを見ないなら下の状態でテスト開
始。INPUT に信号源（ギターを推奨）をつな
ぎ OUTPUT からアンプにつなぐ。楽器アンプ
でなくてもいい。私はモニタ用のヘッドフォン
アンプを使った。アンプの音量は、最初は絞り
きっておいて音が来たら少しずつ上げること。
そうしないと IC が不良の場合に、いきなり爆
音になる。
　ふたつの VR を動かしてみて、そこそこ美し
いディレイ音がきちんと変化すれば、その IC
は生きている。前述したがディレイタイムは
規格の範囲外まで延ばしてある。VR 両端で歪

んだ音になっても問題はない。REPEAT のほう
は、ギター入力の場合には発振までは至らない。
VR をフルにしてもディレイ音は 2 発目から減
少する。それで正解。
　クロックを見たい人は 5MHz 程度まで使え
るオシロと周波数カウンタが必要。CLK の基
板ソケットにクロックは出ている。DT の VR
で周波数が変わるはず。波形は本当は矩形波の
はずだけれど、まあ見てのお楽しみ。いいんで
すデジタルだから。とはいえ、2MHz くらいの
クロックが、こんなに大レベルで出ているなん
て、高調波は大丈夫？
　このテスタで IC がきちんと動くことを確認
してから本番に使えば余計な心配はなくなる。
しかし、製造工程で人間の手がほとんど入らな
い IC も、作る人が作るとここまで不良率が上
がる。一体どうやったらこんなに歩留まり悪く
なるのか？ 一度習さんに訊いてみたい。
　よもやこの基板を発展させてディレイマシン
にする人はいないと思うが、やるなら自己責任
で。リクツでは入力段とミキサを兼ねた出力段
を付ければ完成するはずだけれど、どうかご自
身の力で。質問されても答えられません。
　最初に書いた不良品の 7 個は、何度もやり
取りした結果、代品を送ってくる気配です。
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　最初に断っておくと、私は中国人が好きだ。
ただし個人的に利害関係なく付き合っている場
合において。利害や責任が加わると、途端にワ
ケのわからない生き物に変身する（特に大陸人。
台湾の人はそれほどでもない）。
　Ali で PT2399 を 10 個買ったら 7 個が不良
品だったことは書いた。その後、この販売者は

「もう一度発注してくれ。良品を送る。値段は
0.01 ドルにする」と言ってきた。まあ１セン
トなら騙されてもいいかと発注すると、送料込
みで 3 ドル以上がチャージされ、何度キャン
セルを申し込んでも反応なし。騙しやがった！
　で、再び届いた IC は前回よりさらに悪質。
中古品ミエミエで、中の 2 個は、ご丁寧にも
IC ピンが短い。上の写真左側がそれ。販売者
によればオリジナルの新品だそうだ。私には、
どこかの廃品箱から拾ってきたようにしか見え
ない。こんなもの、危なくて使えない。
　その販売者は shenzhenYida Store という。
他にもかなりの半導体を扱っていたので危険度
は低いと思ったのが間違い。どうやら英語は
まったくわからず、私のクレームも正しく読め
ていない（自動翻訳しか使わないから）。しょ
うがないので半分簡体字で書いて文句を送った
ら、少しは理解したようだ。仕事でもないのに、
なんで私が中文書かなきゃならん？ そもそも
英語も読めずに国際販売をしようなんて考えが
甘すぎる（でも中国では普通）。つまり、国際
的な視野や倫理が欠如しているのが今の中国。
このままなら商売も何も国内だけでやっていた
だきたい。習さん、頼むよ。　

　shenzhenYida Store で買ってはいけないの
は当然として（厚顔無恥の輩と喧嘩したいなら
別）、それではどこがお勧めかというと、今の
ところ Eiechip Official Store なら大丈夫だと
思う。値段はまったく変わらず発送もしっかり
している。品物は 5 個ずつレールに入ってい
てロットも揃っているし、どう見ても新品。前
ページのテストボードでは全品合格だった。ま
あ当たり前のことだけどね。
　とはいっても、この販売者がいつまでも良好
とは限らないのが中国。1 年後にはゴミを掴ま
されるかもしれない。（今日は 2020 年 7 月 29
日です）。
　中国中央は指導力維持やモロモロの事情で

「わが国は世界に冠たる強大国」アピールをやっ
ている。政府がそう言えば国民は信じるムード
になるだろう。これはどこの国でも同じで日本
も例外ではない。政府に巻き込まれれば、一市
民の視線は国が望む視野しか持たなくなる。つ
まり、中国は一流国で、わが国の常識は世界に
通用する！と。
　それを外側から「馬鹿じゃん」と言うのは簡
単だが、まったく効果は無い。ある宗教にハ
マった人に他の宗教の教えで対抗するようなも
のだ。相手を罵るだけの時間があるなら、どう
やったらこちらの正当性を、言葉によって認め
させるかを考え、試すべきだろう。昨日「何故
販売者は購入者に対して責任があるのか」を説
明してやった。ここからやらないとダメなのだ。
　安く買うには努力が必要。しかしメチャ腹が
立つのもたしか。どーしてくれよう！
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